
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

37,752,628平均値 64.2 63.3 69.6 69.2 69.7平均値 48.3 48.0 52.2 52.4 52.5

当該値 67.9 65.6 67.0 68.3 68.9

H28 H24 H25

当該値 19,559,253 19,850,036当該値 73.9 64.7 66.0 66.6 66.5

H26 H27 H28

これまで急性期医療から慢性期医療までの全ての
医療を一貫して担う病院完結型の医療を行ってき
ましたが，最近は，医師の減少により，これま
でどおりの医療の提供が果たせなくなってきてい
ます。そのため，市内の医療機関と互いに協力・
連携しながら地域の医療機関全体で切れ目のない
医療を行っていくという地域完結型の医療の実現
を目指しています。
　さらに，地域医療構想区域における三次救急・
二次救急を担う基幹病院との連携や，県境を越え
た医療連携を強化するとともに，介護老人福祉施
設等との連携を深めることで，入院医療から在宅
医療等への移行・支援を促進し，住民が住み慣れ
た場所で自分らしい生活を人生の最期まで安心し
て送れるように，地域包括ケアシステムの構築を
目指しています。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

20,218,139 20,174,670 20,899,046

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 35,730,958

全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.0 18.7平均値 60.6 61.2 62.1 62.5 63.4

14.7当該値 60.9 60.6 66.3 86.3 81.7

平均値 31,111

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 10,037 9,97632,532 33,492

当該値 14.9 15.1当該値 7,413 7,802 8,366 8,246 8,10429,025 27,455

2. 老朽化の状況について

既存棟は昭和38年に建築してから50年以上，昭和
56年に増築した建物も30年以上経過しており，施
設設備の老朽化により，様々な支障が生じていま
す。特に既存棟は耐震補強の対応外で，撤去又は
改築が必要とされています。また，増築した建物
は，倒壊防止の補強工事が必要とされています
が，入院・外来患者の方々がいる状況の中で，補
強工事ができない状態が続いています。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

15.5 15.4

67.9 69.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 118.9 119.5 平均値87.7 86.6 85.4 85.3 84.2 平均値

当該値 27,456 28,590 29,116

43.5 45.0

平均値 97.1 96.3 96.9 98.3 96.7 平均値

153.8 190.3 224.1 当該値 57.9 54.982.5 71.6 73.5 当該値 133.3 131.4

69.0 68.5 68.3

当該値 102.6 101.5 94.8 83.3 83.8 当該値 93.7 93.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

医師不足の中で入院・外来患者数の減少に伴い医
業収益が伸びていない事にあると考えています。
特に，入院では，一般病床利用率がここ数年40％
台と低い状態が続いており，毎年３～４億円の赤
字を計上しています。こういった状況を改善する
ため，新たな人員の採用や過剰な医療機器の更新
を行うのではなく，今ある人材・器材で黒字化を
目指しており，施設基準の見直しや診療コマ数の
増，経費の削減に取り組んでいます。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

48.0

137

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 ①良質な医療の提供
②島ょ部医療の対応
笠岡市の島しょ部にある6つの診療所のうち，白
石島，真鍋島，六島の3つの診療所での診療を
行っています。
③笠岡での災害時の拠点となる病院
④二次救急医療施設・救急告示病院
⑤地域包括ケアシステム構築の一翼を担う病院

50,346 11,571 非該当 １０：１ 105 32

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 13 - ド 訓 救 輪 - - 194

34 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 160

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県笠岡市　笠岡市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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②医業収支比率(％)
【89.5】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

①経常収支比率(％)
【98.4】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】


